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＜令和 3 年度看護師国家試験結果＞ 

第 111回看護師国家試験合格率 100％！！(全国合格率 91.3％)  

 

  ＜令和 3年度卒業生の動向＞ 

   就職 46名  明和会 40名  県内他 5名   県外 1名 

      進学 助産科 3名 

 

  ＜令和 4年度入学式＞ 

   4月 9日、49名の新入生を迎えました。コロナ禍でも看護師を目指し入学してきたあなたたち

を誇りに思います。この仲間を大切に、夢に向かって進んでいきましょう。 
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 ある日のテレビのニュースで、栽培していた果物を盗まれたという農家の方が「悔しい

気持ちが強いです。こういうことはしないでほしいという感情が強いです」と言っている

のを見ました。 

 その方には本当に同情しますし、窃盗犯には怒りを覚えますが、私が今回話題にしたい

のは、その言葉遣いです。 

「〜という気持ちです」「〜という思いです（感情です）」という表現は、最近は当たり前の

ように聞かれるようになりましたが、私はとても違和感を覚え、不快にさえなります。 

 本来なら「悔しいです。しないでほしいです」あるいは「しないでほしいと思います」で

はないでしょうか。 

「気持ちだ」「思いだ」「感情だ」という表現は、自分の気持ちや思いを直接外に向けて発す

るのではなく、「悔しい」とか「なんとか」という感情が入っている「気持ち」「思い」「感

情」という箱のようなものが心の中にあって、その箱の中身は直接は見せたくないけど、そ

ういう箱があることを伝えることで、自分の気持ちや思いを間接的に表現しているような、

そういう風に感じてしまいます。もとより日本人は思っていることをはっきり表現するこ

とが苦手で、むしろそれが日本人の奥ゆかしさの表れであり、美徳だとも言われることが

ありますが、そのような国民性に合った表現として、広く使われるようになっているので

ないかと私は思っています。「KY：空気を読めない」という表現、空気を読むことが必要と

されているかのような社会であるという問題とも繋がっている日本独特の現象だと思いま

す。（ちなみに、私は中通総合病院で医療安全管理部長を担っていますが、医療安全の分野

では「KY」は「危険予知」を意味します） 

 言葉遣いは時代とともに変化していくものではありますが、気持ちや思いを素直に表現

できるような言葉遣い、言葉は活き続けてほしいですね。好きな人に告白する（コクる）と

きは、やはり「好きです！」「好きだー！」であって、「好きな気持ちです」「好きだという

思いです」では思いは伝わらないんじゃないでしょうか。 

「ナウい」という言葉に新鮮な憧れを感じ、「今い、イマい」への進化に驚き、それ以降の

変化にはついていけなくなったオジさんの愚痴でした。 

         



各学年の様子を紹介します 
 

1 年生 

保護者の方々に見守られ 4 月 9 日、49 名の新入生が入学しました。入学時、看護学校の学習につ

いていけるかと不安を抱える学生もいましたが、高校の授業より長い 90 分授業にも適応し臨んでい

ます。殆どの学生が明るく話しやすいクラスという印象を持ち、当学院で取り組んでいるプロジェ

クト学習や他の科目内でのグループワークも同級生とコミュニケーションが図れる場と捉え、楽し

んでいる様子が伺えます。シミュレーション学習を取り入れた基礎看護技術の授業では、今年度か

ら採用したスクラブタイプの新しいデザインの実習着を身にまとい、技術の習得に励んでいます。

授業時間外も、グループで技術練習をしたり講義課題に取り組んだりと忙しい毎日ですが、医療従

事者の卵として感染対策に気を付け、日々邁進中です。 

 

  

 

 

  

 
 

 

2 年生 

コロナ禍に入学した 2 年生。人と交流する機会が少ない影響か、ホームルームや授業中も反応が少

なくて寂しいのが担任の個人的本音。でも少しずつ 2 年生の反応に変化を感じています。 

4 月 国家試験に向けた学習会、5 月 病院実習に向けたマナー教室・アサーティブトレーニング、

情報獲得ためのプロジェクト学習。期待や不安、様々な感情があったのではないでしょうか。表情や

雰囲気に変化が…。そして 6 月 基礎看護学実習、7 月 成人看護学実習。患者さんと関わりには、知

識・技術が必要なこと、人へ関心や興味をもつことの大切さ、そしてグループメンバーの存在の大き

さ。人と関わる経験が 2 年生の変化に影響していると思っています。伸びしろ多き 2 年生。看護師へ

の成長は始まったばかり！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 年生 

3 年生は看護学校最終学年を迎え、国家試験対策として国試ガイダンスや年間学習計画を立て、プ

ロジェクト学習では有効な時間活用方法を見つける等国家試験に向かえるよう士気を高めました。2

年次後期から数カ月に渡り担当教員の指導を受けながら取り組んできた看護研究計画書発表会を終

え、5月 30日から領域別実習がスタートしました。小児・母性・精神・在宅・老年の実習をグループ

でローテーションしながら各実習場で実習。新型コロナ感染の拡大する中、各自感染予防対策に取り

組み、前半の 3サイクルが無事終了しました。学生生活最後の夏休み、制限されていた行動指針もゆ

るめられ、羽を伸ばしたいところ。しかし、受験生の夏は国試学習、夏休み明けの実習に向けての技

術練習にと勉学に励んでいます。目指せ国試全員合格‼ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



オープンキャンパスを開催しました 
 

 

7月 30日（土）、3年ぶりにオープンキャンパスを開催しました。コロナ禍のため高校 3年生 60名に

制限して公開授業と校内見学、進路相談を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 
＜1年生が校内の飾りつけをしました＞       ＜受付係、校内案内係は 2年生です＞       

 

 

 

公開授業は基礎看護技術の「更衣」を体験してもらいました。デモンス

トレーションを見た後、グループに分かれて、当校の 2年生が患者役・

補佐役となり、高校生に実践してもらいました。2年生は優しく丁寧に

接しながら高校生にアドバイスしており、参加した高校生からも好評

でした。2年生が活き活きと伝えている姿を見て、私たち教員も学生た

ちの成長を感じ、嬉しくなりました。 

実習室ではグループごとに交流も行い、高校生の疑問（看護学校の 

学生生活ってどんな感じ？楽しみは？等々）に答えていました。 

体験・交流と合わせて 30分ほどの短い時間でしたが、会場は終始 

和やかな雰囲気でした。今回参加した高校生が中看の魅力を感じ 

入学してくれることを期待しています。 

 
                               ＜学生と高校生の交流の様子＞ 

                                

                                         

                         

3年生は、「住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続ける提案をします」をテーマにプロジェクト学

習のプレゼンテーションを行いました。Zoom で横浜の当校のアドバイザー鈴木敏恵先生と青梅市立

総合病院地域連携室師長高橋嘉奈子氏とつながり、また、会場には中通総合病院副看護部長三浦千草

氏をゲストに迎え、アドバイスを頂きました。具体的でリアルな想定をした秋田県の８つの地域で在

宅療養する患者像を描き、対象を設定しました。そして、描いた対象の持つ課題を解決するために、

情報収集した地域の社会資源を活用し、住み慣れた地域で幸せにその人らしい人生を送れるよう具体

的な解決策を提案しました。見学した高校生は、真剣なまなざしで、聞き入り、プロジェクト学習で

の学びを体感していました。 

 

 

 

 

 

                                                  
 

 

 

 
 1日半でプレゼンまで仕上げた 

 ３年生の成長を感じました 

                   
 

公開授業 「更衣の体験」 

公開授業 「プロジェクト学習」 



中通高等看護学院からのお知らせ 
 

＜新任職員のご紹介＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

 

                                

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2回 オープンキャンパスのご案内 

 
開催日時：12月 10 日（土）13時～16 時 

公開授業内容：足浴 

申し込み締め切り：11月 22 日（火） 

・受付は先着順とし定員 60 名になり次第締め切ります。 

・高校単位で申し込んでください。 

・詳しくは学院ホームページをご覧ください。 

2023年度 入学試験のご案内 

 推薦入学試験 一般入学試験 

出願期間 2022年 10月 17日(月)～10月 21日（金） 2022年 12月 5日（月）～12月 9日（金） 

試験日 2022年 11月 8日（火） 2023年 1月 5日（木）・1月 6日（金） 

試験科目 

・小論文 

・統合問題 

（数学Ⅰ、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ・Ⅱ） 

・面接（詳細は当日説明） 

＊出願書類も評価対象とする 

・国語総合（古文・漢文を除く） 

・小論文 

・数学（数学Ⅰ） 

・英語（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ・Ⅱ） 

・面接（詳細は当日説明） 

試験会場 エリアなかいち にぎわい交流館ＡＵ エリアなかいち にぎわい交流館ＡＵ 

＜入試についてのお問い合わせ＞        

〒010-0021  秋田市楢山登町 3-18  中通高等看護学院 

           ℡：018-832-6019  mail：gakuin@meiwakai.or.jp 

※電話でのお問い合わせは、9:00～16:30 にお願いします。 

    ※過去問題をダウンロードできます。学院ホームページをご覧ください。     

http://www.meiwakai.or.jp/kangaku/   

≪編集後記≫ 

学院に異動し、改めて法人内で学べる環境が

整っていること、カリキュラムが充実してい

ることがわかりました。この強みを広くアピ

ールすることにより、1人でも多く看護師に

なりたい、この学院で学びたいと思う中高生

が増えることを願います。（O） 

専任教員 保坂るり子 

中通総合病院、前看護部長です。看護師、看護管理者として 

の経験とゆるぎない信念があります。 

地域・在宅看護論と成人看護学を担当します。 

3 月、菅原晴美副学院長が役職定年を迎えましたが、専任教員として講義や実習を担当しています。 

学生からは「菅原先生のような看護師になりたい」という声も聞かれ、目指す姿になっています。 

基礎教育のレジェンドとして、今後ともよろしくお願いいたします。 

副学院長 近江 薫 

中通高等看護学院を卒業後、35 年間中通総合病院で看護師として働

いてきました。職員と学生の well-being のために、教育や環境を整

えていきます。 


